
町
で
は
、
昼
間
、
保
護
者
の
い

な
い
家
庭
の
小
学
校
低
学
年
児
童

等
の
育
成
、
指
導
の
援
助
を
行
う

た
め
、
遊
び
を
主
と
し
て
健
全
育

成
活
動
を
行
う
児
童
ク
ラ
ブ
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間

平
成
26
年
1
月
10
日

�
〜
31
日
�
（
土
・
日
曜
お
よ
び

祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所

福
祉
課
（
郵
送
に
よ

る
受
付
も
可
）

申
請
に
必
要
な
も
の

①
登
録
申
請
書

②
勤
務
証
明
書
等

③
家
庭
状
況
調
査
書

④
印
鑑

※
必
要
書
類
は
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
。

対
象

平
成
26
年
度
の
新
小
学
1

年
生
〜
4
年
生

時
間

放
課
後
〜
18
時
30
分
ま
で

（
た
だ
し
、
土
曜
日
や
夏
休
み
等

は
7
時
30
分
〜
18
時
30
分
ま
で
）

※
19
時
ま
で
の
延
長
保
育
を
実
施

し
て
い
ま
す
。（
諸
条
件
あ
り
、

要
申
請
）

費
用

1
人
月
額
7,
0
0
0
円
。

た
だ
し
、
同
一
世
帯
で
2
人
以
上

の
児
童
が
入
所
の
場
合
、
2
人
目

以
降
は
半
額
。（
お
や
つ
代
が
別

に
1
人
月
額
1,
5
0
0
円
か
か

り
ま
す
。）

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
は
、
昼
間

保
護
者
の
い
な
い
家
庭
の
小
学
校

低
学
年
児
童
を
対
象
に
、
遊
び
を

通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
指
導

す
る
仕
事
で
す
。

勤
務
時
間

平
日
14
時
〜
18
時
30

分
、
土
曜
日
・
夏
休
み
等
7
時
30

分
〜
18
時
30
分
（
半
日
交
代
制
）

で
週
3
〜
4
日
（
日
曜
・
祝
日
は

除
く
）

※
延
長
保
育
が
あ
る
場
合
は
19
時

ま
で

賃
金

時
給
8
7
0
円
〜
9
0
0

円勤
務
場
所

町
内
各
児
童
ク
ラ
ブ

募
集
人
員

若
干
名

そ
の
他

心
身
と
も
に
健
康
で
、

児
童
と
一
緒
に
体
を
動
か
せ
る
方

※
資
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
特
別
支
援
学
校
、
特
別
支
援
学

級
ま
た
は
障
害
者
支
援
施
設
で
勤

務
経
験
が
あ
る
方
、歓
迎
し
ま
す
。

応
募
方
法

市
販（
J
I
S
規
格
）

の
履
歴
書
に
必
要
事
項
お
よ
び

「
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
希
望
」と
記

入
の
う
え
総
務
課
ま
で
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

3

福
祉
課
児
童
係
9
２
１
２
９

心
身
障
害
児
通
園
施
設
と
は
、

心
身
に
障
害
の
あ
る
未
就
学
児
童

（
2
〜
5
歳
児
）
を
療
育
す
る
た

め
の
通
園
施
設
で
す
。

現
在
、
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
と
北
保
育
所
内
に
2
か
所
の

心
身
障
害
児
通
園
施
設
が
あ
り
ま

す
。

受
入
児
童

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
4
名
、
北
保
育
所
3
名

受
付
期
間

12
月
2
日
�
〜
20
日

�受
付
場
所

福
祉
課
児
童
係

所
在
地

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
（
小
室
5
0
4
9
―
1
）

北
保
育
所
内
（
内
宿
台
5
―
2
1

4
―
3
）

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

3

福
祉
課
児
童
係
9
２
１
２
７

障
害
や
障
害
者
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
だ
れ
も
が
安
心
し
て
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
社
会
に
し
ま
し
ょ

う
。次

の
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
障
害
者
や
障
害
児
の
保

護
者
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
情
報
提
供
や
権
利
擁

護
の
た
め
の
必
要
な
援
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

・
あ
げ
お
�
７
７
１
┃
０
５
７
６

・
あ
ら
ぐ
さ
�
７
２
６
┃
５
８
６

２
・
杜
の
家
�
７
７
８
┃
３
５
３
１

3

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係
9
２

１
２
２

12

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
を

募
集
し
ま
す

小針北第一児童クラブ（ 1 ・ 2 年生）�

小針北第二児童クラブ（ 3 ・ 4 年生）�

小針児童クラブ�

小室第一児童クラブ（ 1 ・ 2 年生）�

小室第二児童クラブ（ 3 ・ 4 年生）�

南児童クラブ�

北保育所内�

小針北小学校内�

小針小学校内�

小室小学校内�

�
南小学校内�

7 2 8 － 3 4 2 7�

7 2 7 － 0 6 0 1�

7 2 8 － 8 3 1 6�

7 2 1 － 6 0 2 2 �

7 2 1 － 6 0 0 0�

7 2 1 － 6 4 4 6

設置場所
児童クラブ名 設置場所 電話番号

心
身
障
害
児

心
身
障
害
児�

通
園
施
設
の

通
園
施
設
の�

新
規
申
込
み
受
付

新
規
申
込
み
受
付�

12 
月
3
日
〜
9
日
は�

障
害
者
週
間�

心
身
障
害
児�

通
園
施
設
の�

新
規
申
込
み
受
付�

平
成
26
年
度 

児
童
ク
ラ
ブ
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

心
身
障
害
児�

通
園
施
設
の�

新
規
申
込
み
受
付�

12 
月
3
日
〜
日
〜
9
日
は
日
は�

障
害
者
週
間

障
害
者
週
間�

12 
月
3
日
〜
9
日
は�

障
害
者
週
間�

平
成
26
年
度 

児
童
ク
ラ
ブ
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

心
身
障
害
児�

通
園
施
設
の�

新
規
申
込
み
受
付�

12 
月
3
日
〜
9
日
は�

障
害
者
週
間�

平
成
26
年
度 

児
童
ク
ラ
ブ
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　 9 月 2 日および16日に発生した竜
巻災害により甚大な被害を受けた越
谷市・松伏町・熊谷市に対する義援
金につきましては、皆様のご厚意に
より318,000円が寄せられました。
義援金は、各市町へそれぞれ106,000
円を送金いたしました。�
　なお、これらの義援金は、各市町
の災害義援金配分委員会で決定され
る配分基準に従い、対象となる被災
者に配分されます。�
　皆様の温かいご支援ご協力に厚く
御礼申し上げます。�

～ご協力ありがとう�
　　　　ございました～�

埼玉県竜巻災害�
義援金について�
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生酒�生酒� 「伊奈備前守忠次」

「伊奈備前守忠次」�

製　造　神亀酒造株式会社　蓮田市馬込3丁目74番地�
03　伊奈町観光協会�７２４－１０５５�

　観光協会では、昨年発売開始一週間で完売となった生酒「伊奈備前守忠次」を、�
好評につき今年も神亀酒造（蓮田市）のご協力のもと製造販売を企画しました。�
　掛け米には、おなじみ伊奈町産「彩のかがやき」を使用しています。この機会に伊奈町の町名
の由来となった伊奈備前守忠次公の偉業をたたえ、ご賞味ください。�
　なお、数量限定販売のため、売り切れの場合はご容赦�
願います。�
12月24日から発売予定�
価　格　720�　1,775円（税込）�

�

埼玉屋酒店（栄中央）�

ヤマザキショップ内田屋（小貝戸）�

タウンショップかとう（羽貫）�

セブンイレブン大針店�

いな物産館（ウニクス内）�

販　　　売　　　店� �

7 2 2 － 6 4 4 8 �

7 2 1 － 1 0 9 5 �

7 2 1 － 3 0 0 9 �

7 2 3 － 4 7 5 2 �

7 2 2 － 2 6 1 9

電  話  番  号�

観光協会からのお知らせ�
神亀酒造�
500本�限定�

痛ましい事件の被害をなくすために…�

配偶者暴力防止法（DV法）の対象者が拡大されます�
「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」の一部が改正され、�
平成26年1月3日に施行されます。�

●主な改正のポイント�
　婚姻の意思無く同居する交際相手からの暴力およ
びその被害者についても、配偶者からの暴力および
その被害者に準じて、法の適用とされます。�
　また、法律名が「配偶者からの暴力の防止及び被
害者の保護等に関する法律」に改められます。�
●DV（ドメスティック・バイオレンス）とは？�
　一般的に親密といわれる関係にある人（配偶者、
内縁の夫・妻、婚約者、恋人など）から他方への暴
力のことをいいます。�
　DVによる被害者については、配偶者暴力防止法
（DV法）により保護が図られています。�
　DVは深刻な人権侵害であり、多くの場合、女性が
被害者となっています。�
　詳しくは町ホームページを参照いただくか、人権
推進課までお問い合わせください。�
　近年、DVによる相談件数は増加しています。一人
で悩まず、まず、相談してください。�

●DVに関する相談窓口�
【面接】�
　役場女性相談（広報いな裏面「各種無料相談」参照）�
【電話】�
東部中央福祉事務所　月～金 9 時～16時（祝日、
年末年始を除く）�７３７－２１３２�
埼玉県婦人相談センター　月～土 9 時30分～20時
30分、日曜・祝日 9 時30分～17時（年末年始を除
く）�８６３－６０６０�
Ｗｉｔｈ  Ｙｏｕさいたま（埼玉県男女共同参画推進セ
ンター）　10時～20時30分（第 3 木曜日、日曜、
祝日、年末年始を除く）�６００－３８００�
女性の人権ホットライン（さいたま地方法務局）
月～金 8 時30分～17時15分（祝日、年末年始を除
く）�０５７０－０７０－８１０�
上尾警察生活安全課DV相談�７７３－０１１０�

身の危険を感じるような緊急の時は迷わず110番へ�

3　人権推進課9２２４１�
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